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送 風 式スキマ ーを用 いて魚票の 開腔 可 能 期 間を

求めるとともに,ス キミングが浮 上 死 に 与える影響

を調 べた.

スキミングの開始 時期 を1日 ず つ遅 らせ た4試

験 区(3日 令 区,4日 令 区,5日 令 区,6日 令 区)

を設けて2日 令か ら8日 令まで飼 育 したところ,3

0令 区にお ける開腔率 が80.2%で 最も高く,他 の

区では2.7～ll.9%と 低かった.ま た,浮 上死 によ

る弊死 個体 数 は3日 令 区で379尾 であり,他 の区

の45～59尾 よりも多かったが,総 弊死 率 に 占める

割合は各区とも約10%以 下で低かった.な お,仔

魚 の成長 にはスキミングの開始時期 の違いに基

づくと思われる区間差はなかった.

これ らの結果から,クロマグロ仔魚の繰開腔可

能期間はほぼ1日 しかなく,この時期を逸したスキ

ミングは魚票の開腔 にほとんど効果がないことが明

らかになった.ま た,スキミングは浮上死を誘発す

るが,ク ロマグロの初期減耗 に与えるインパクトは

小さいと思われる.
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